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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
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   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｂ
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｋ  14/47    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月19日(2009.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分泌リーダーおよび第２ポリペプチドを含む異種ポリペプチドであって、該分泌リーダ
ーが、該第２ポリペプチドのＮ末端に作動可能に連結しており、ここで、該分泌リーダー
は、天然において該第２ポリペプチドにそのように連結しておらず、そして分泌性タンパ
ク質のリーダー配列を含み、該分泌性タンパク質はＩＸ型コラーゲンα１鎖である、異種
ポリペプチド。
【請求項２】
　前記分泌リーダーが、配列番号２７のアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の異種ポリ
ペプチド。
【請求項３】
　前記第２ポリペプチドが、第２分泌性ポリペプチド、膜貫通タンパク質の細胞外部分、
および可溶性受容体から選択される、請求項１またはに記載の異種ポリペプチド。
【請求項４】
　前記第２分泌性ポリペプチドが、増殖因子、サイトカイン、リンホカイン、インターフ
ェロン、ホルモン、刺激因子、抑制因子、可溶性受容体、およびそのスプライスバリアン
トから選択される、請求項１、２、または３に記載の異種ポリペプチド。
【請求項５】
　融合パートナーをさらに含む、請求項１、２、または３に記載の異種ポリペプチド。
【請求項６】
　前記融合パートナーがポリマーである、請求項５に記載の異種ポリペプチド。
【請求項７】
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　前記ポリマーが第３分子であり、該第３分子がポリエチレングリコール、ヒト血清アル
ブミン、フェチュインＡ、フェチュインＢ、およびＦｃのすべてまたは部分から選択され
る、請求項６に記載の異種ポリペプチド。
【請求項８】
　　請求項１から７のいずれか一項に記載の異種ポリペプチドのアミノ酸配列をコードす
るポリヌクレオチド配列を含む単離された核酸分子であって、前記分泌リーダーは、第１
ポリヌクレオチドによってコードされ、前記第２ポリペプチドは、第２ポリヌクレオチド
によってコードされ、該第１ポリヌクレオチドおよび該第２ポリヌクレオチドが、細胞か
らの該異種ポリペプチドの分泌を容易にするように作動可能に連結しており、ここで、該
第１ポリヌクレオチドおよび該第２ポリヌクレオチドが天然においてそのように連結して
いない核酸分子。
【請求項９】
　ＩＸ型コラーゲンα１鎖のリーダー配列をコードする第１ポリヌクレオチドと、第２ポ
リペプチドをコードする第２ポリヌクレオチドとを含む、異種ポリペプチドをコードする
核酸分子であって、該第１ポリヌクレオチドおよび該第２ポリヌクレオチドが、細胞から
の該異種ポリペプチドの分泌を容易にするように作動可能に連結しており、ここで、該第
１ポリヌクレオチドおよび該第２ポリヌクレオチドが天然においてそのように連結してい
ない核酸分子。
【請求項１０】
　前記ＩＸ型コラーゲンα１鎖のリーダー配列が、配列番号２７のアミノ酸配列を含む、
請求項９に記載の核酸分子。
【請求項１１】
　前記第２ポリペプチドが分泌性ポリペプチド、膜貫通タンパク質の細胞外部分、および
可溶性受容体から選択される、請求項９または１０に記載の核酸分子。
【請求項１２】
　コザック配列またはその５’末端に位置するその断片である第３ポリヌクレオチドをさ
らに含む、請求項８または９に記載の核酸分子。
【請求項１３】
　制限酵素切断可能な配列をその３’末端に含む第４ポリヌクレオチドをさらに含む、請
求項１２に記載の核酸分子。
【請求項１４】
　タグをコードする第５ポリヌクレオチドをさらに含む、請求項１３に記載の核酸分子。
【請求項１５】
　前記タグが精製タグである、請求項１４に記載の核酸分子。
【請求項１６】
　前記タグがＶ５、ＨｉｓＸ６（配列番号２５７）、ＨｉｓＸ８（配列番号２５８）、ア
ビジン分子、およびビオチン分子から選択される、請求項１４に記載の核酸分子。
【請求項１７】
　第２酵素によって切断することができる酵素切断可能な第２配列をコードする第６ポリ
ヌクレオチドをさらに含み、該切断可能な第２配列が、前記タグが前記異種のポリペプチ
ドのＣ末端に位置している場合、該タグの上流に位置しており、または該タグが該異種ポ
リペプチドのＮ末端に位置している場合、該タグの下流に位置している、請求項１３に記
載の核酸分子。
【請求項１８】
　前記第２酵素がトロンビンまたはタバコウイルス由来のＴＥＶである、請求項１７に記
載の核酸分子。
【請求項１９】
　複製起点および選択マーカーをさらに含む、請求項８から１８のいずれか一項に記載の
核酸分子を含むベクター。
【請求項２０】
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　前記複製起点がＳＶ４０　ｏｒｉ、Ｐｏｌ　ｏｒｉ、ＥＢＮＡ　ｏｒｉ、およびｐＭＢ
１　ｏｒｉから選択される、請求項１９に記載のベクター。
【請求項２１】
　前記選択マーカーが抗生物質耐性遺伝子である、請求項１９に記載のベクター。
【請求項２２】
　前記抗生物質耐性がピューロマイシン耐性、カナマイシン耐性、およびアンピシリン耐
性から選択される、請求項２１に記載のベクター。
【請求項２３】
　細胞、ならびに請求項１から７のいずれか一項に記載の異種ポリペプチド、請求項８か
ら１８のいずれか一項に記載の核酸分子、または請求項１９から２２のいずれか一項に記
載のベクターを含む組換え宿主細胞。
【請求項２４】
　真核細胞細胞である、請求項２３に記載の組換え宿主細胞。
【請求項２５】
　哺乳動物細胞である、請求項２４に記載の組換え宿主細胞。
【請求項２６】
　分泌ポリペプチドを産生する方法であって、
　（ａ）請求項８から１８のいずれか一項に記載の核酸分子を提供すること、および
　（ｂ）該核酸分子を発現系において発現させること
　を含む方法。
【請求項２７】
　前記発現系が細胞発現系であり、前記細胞が哺乳動物細胞である、請求項２６に記載の
方法。
【請求項２８】
　前記哺乳動物細胞が２９３細胞系である、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記哺乳動物細胞がＰＥＲ．Ｃ６（登録商標）細胞系である、請求項２７に記載の方法
。
【請求項３０】
　前記哺乳動物細胞がＣＨＯ細胞系である、請求項２７に記載の方法。
【請求項３１】
　前記２９３細胞が２９３－Ｔ細胞である、請求項２８に記載の方法。
【請求項３２】
　前記２９３細胞が２９３－６Ｅ細胞である、請求項２８に記載の方法。


	header
	written-amendment

